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４人が登壇
12月定例会議は４人の議員が一般質問を行い、各議員が町政に対する課題や考えを
問い質しました。

町政を

問う

12月
定例会議

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

黒
田　

栄
継

　

教
育
長
の
答
弁
の
中
の
、

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
言
葉
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
だ
と
考
え
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
状
況
を
受
け
入
れ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
中
、
今

後
ど
の
よ
う
な
課
題
が
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
降

り
か
か
っ
て
く
る
の
か
、
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」

を
育
み
、「
次
代
に
輝
く
芽
室

の
人
」を
育
て
て
い
く
た
め

に
も
、
学
校
や
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
今
回
の
質
問

で
確
認
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
み
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

町
民
全
体
で
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

黒田　栄継議員

芽
室
町
教
育
大
綱
の
推
進
に
当
た
り
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を

教
育
長
／�

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。「
郷
育
・
夢
育
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
各
業
務
を
推
進
し
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
教
育
行
政
を
実
現
し
ま
す

次
の
ペ
ー
ジ
は

「
一
般
質
問
・
寺
町
議
員
」「
一
般
質
問
・
堀
切
議
員
」

令和元年12月定例会議 一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
議
員
個
人
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す

る
考
え
方
な
ど
を
町
長
な
ど
に
求
め
、
町
が
住
民
の
た
め
の
適
切
な

町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
議（
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
）で
一

般
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１�　公立芽室病院の経営安定に向
けてどう取り組んでいくか

２�　農畜産品の大幅な関税削減で
市場開放による芽室町農業への
影響をどう捉えているか

寺
町　

平
一 

議
員（
Ｐ
４
）

１�　職員の不祥事における町の対
応について

２�　連携協定締結後の町内会支援
について

正
村
紀
美
子 

議
員（
Ｐ
６
）

１�　芽室町教育大綱の推進につい
て

黒
田　

栄
継 

議
員（
Ｐ
３
）

質
問
教
育
長
の
就
任
挨
拶
に

お
い
て
、『「
心
豊
か
で
次
代
に

輝
く
芽
室
の
人
を
地
域
全
体
で

育
む
」た
め
に
、
①
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
、
②
食

農
教
育
の
推
進
、
③
持
続
可
能

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が

る
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組

む
』と
の
表
明
が
あ
っ
た
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
む
考
え
か
。

答
弁
質
問
に
あ
る
３
点
に
つ

い
て
は
、
教
育
行
政
を
推
進
し

て
い
く
上
で
の
重
点
事
項
と
認

識
し
て
お
り 

、
心
豊
か
で
次

代
に
輝
く
芽
室
の
人
を
育
む
た

め
、
ふ
る
さ
と
意
識
や
自
己
有

用
感
の
醸
成
、
夢
や
希
望
の
実

現
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
育

成
に
向
け
、「
郷
育
・
夢
育
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
業
務
を
推
進

す
る
考
え
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

推
進
で
は
、
学
校
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
が
四
輪
駆
動
と
な
り
、
共
通

理
解
を
図
り
連
携
協
働
す
る
枠

組
み
を
工
夫
し
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

　

食
農
教
育
の
推
進
は
、
地
域

の
自
然
と
人
間
が
か
か
わ
り
な

が
ら
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き

た
本
町
の
食
と
農
の
知
恵
と
技

術
を
学
ぶ
た
め
、
芽
室
町
教
育

研
究
所
を
中
心
に
、「
め
む
ろ
学
」

と
し
て
展
開
す
る
た
め
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
小
・
中
９
年

間
を
通
し
て
、
芽
室
町
へ
の
愛

着
や
誇
り
、
ふ
る
さ
と
意
識
の

醸
成
等
に
努
め
る
考
え
で
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
は
、
一
流

ア
ス
リ
ー
ト
等
の
招
聘
な
ど
、

生
涯
を
通
し
た
学
習
機
会
の
提

供
や
施
設
を
含
め
た
環
境
の
整

備
に
よ
り
、
社
会
で
活
躍
す
る

人
を
育
み
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
作
り
手
を
育
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
継
続
的
に
推
進
す

る
た
め
、
今
年
度
立
ち
上
げ
た

学
校
運
営
協
議
会
は
、
校
長
の

運
営
方
針
を
承
認
す
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
、

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
連
携
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
中
心
に
議

論
し
て
お
り
、
そ
こ
で
生
み
出

さ
れ
た
も
の
を
、
郷
育
・
夢
育

応
援
団
本
部
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

質
問
取
組
み
の
推
進
に
は
、

各
関
係
機
関
・
地
域
住
民
へ
の

理
解
の
促
進
が
重
要
で
は
な
い

か
。答

弁
様
々
な
課
題
に
も
つ
な

が
る
大
事
な
ご
指
摘
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
お

い
て
も
家
庭
や
地
域
へ
の
浸
透

は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
通
信

を
す
べ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
、
町
の
考
え
を
理
解
い
た
だ

け
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
全
て

の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、

目
に
触
れ
た
り
す
る
機
会
も
少

な
く
、
今
後
は
様
々
な
機
会
を

工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
人
と
の
つ
な
が
り
と
い

う
こ
と
を
非
常
に
重
視
し
た
教

育
方
針
と
と
ら
え
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
何
を
育
て
て
い
く
の

か
。答

弁
人
と
か
か
わ
り
、
人
と

つ
な
が
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

主
体
性
や
共
同
性
、
探
求
性
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
中
で
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
行
う
人

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
基

盤
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

  

 

 

 

 

 

 

                                                                         

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＣＳ推進のキーワード＞・・・「郷育」と「夢育」 

学校、家庭、地域の連携・協働による「共育」を基盤に、ふるさとへの誇りと愛着

心を育む「郷育」、夢や目標に挑戦する心を育む「夢育」をキーワードにします。  

＜地域とともにある学校運営に必要な３つの機能＞ 

① 「熟議」～目指す子供像などの目標やビジョンを学校と地域が共有すること。 

② 「協働」～学校と地域が役割分担しながら活動すること。 

③ 「マネジメント」～校長を中心に人をつなぎ、学校の組織力を高めていくこと。 

＜郷育・夢育コミュニティ『地域学校協働本部』の機能＞学校の応援団 

① 地域人材を学校へつなぐコーディネート機能 

② 多様な支援活動（より多くの地域住民の参画） 

③ 継続的な活動（地域学校協働活動の継続的・安定的な実施）  

かなえよう 

芽室町コミュニティ・スクール（ＣＳ）通信 

芽 室 町 教 育 委 員 会 No.1 

芽室町コミュニティ・スクールの目指す姿 

目指す子供の姿・学校の姿・地域の姿 

家 庭  

庭 

参画・マネジメント 

共 育 

郷 育 

熟 議 協 働 

夢 育 

学 校  

庭 

＜芽室町ＣＳアクション＞

★学校では…      

１ 学校運営方針を達成す

 るため、社会に開かれた

 教育課程を基軸に、地域

 との熟議と協働のマネジ

 メントを進めます。  

２ 「教え」から「学び」

 へ、地域とつながる「郷

 育・夢育」の視点を大切

 にします。      

★地域では…      

１ 「本物」との出会いを

 演出します。     

２ 「支援」から「連携・

 協働」、「個別」から「ネ

 ットワーク」への転換を

 図ります。 

  

平成３１年 ４月２６日 

子供と地域をつなぐ CS・やって良かった CS・一緒にできる喜びを味わう CS に！ 

コミュニティ・スクール（ＣＳ）は、学校運営協議会を設置した学校であり、学

校と保護者や地域住民が共に知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させるなど、

「熟議」と「協働」により子供たちの豊かな成長を支える「地域とともにある学校

づくり」を進める法律（地教行法第 47条の 6）に基づいた仕組みです。 

芽室町では、これを踏まえ「学校を核とした地域づくり」を目指し、「郷育・夢

育コミュニティ『地域学校協働本部』」が中心となり、学校と地域がパートナーと

して連携・協働して様々な活動を行う「地域学校協働活動」をコーディネートしな

がら推進していきます。本町の教育理念「心豊かで次代に輝く芽室の人を育む」の

実現等に向けて、学校と地域が「車の両輪」となり、地域総がかりで子供たちの豊

かな成長を支えるよう、町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

社会に開かれた教育課程の実現 

行 政  

庭 

地 域

庭  

庭 

議会傍聴で芽室の未来が見える！

団体や多数で傍聴を希望される方は、
資料準備のため事前に議会事務局まで
ご連絡ください。（0155-62-9731）

↑インターネット中継はコチラから視聴できます。
　（過去の録画もあります）

３月定例会議の予定

３日　　　　９：30～　初日　　

1０日～13日　９：30～　予算審査

17日・18日　９：30～　一般質問

23日　　　　９：30～　最終日　

１�　廃棄物の抑制と適正な処理に
ついて

堀
切　
　

忠 

議
員（
Ｐ
５
）

教育委員会のホームページ
でご覧いただけます　　　
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令和元年12月定例会議 一般質問

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

寺
町　

平
一

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

堀
切　
　

忠

●�

公
立
芽
室
病
院
の
経
営
安

定

　

厚
生
労
働
省
は
全
国
の
公

立
・
公
的
病
院
で
経
営
面
が

芳
し
く
な
い
病
院
は
、
再
編

や
統
合
を
議
論
す
べ
き
と
公

表
し
た
が
、
こ
の
中
に
芽
室

病
院
も
含
ま
れ
て
い
る
。
問

題
や
課
題
が
多
く
あ
る
中
で
、

経
営
安
定
に
向
け
て
ど
う
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
、

質
問
し
た
。
町
長
か
ら
は
、

時
間
は
か
か
る
が
安
定
維
持

す
る
強
い
意
志
が
う
か
が
え

た
。

●�

市
場
開
放
に
よ
る
芽
室
町

農
業
へ
の
影
響

　

農
畜
産
品
の
大
幅
な
関
税

削
減
で
市
場
開
放
さ
れ
る
が
、

芽
室
町
の
農
業
へ
の
影
響
は

「
心
配
な
い
」で
い
い
の
か
。

国
は
補
正
予
算
や
次
年
度
予

算
で
国
内
対
策
を
行
う
の
で

生
産
量
は
変
わ
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
芽
室
町
の
農
業
へ

の
影
響
額
試
算
を
行
い
、
町

独
自
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き

と
質
問
し
た
が
、
町
長
は
今

の
と
こ
ろ
試
算
を
行
う
予
定

は
な
い
と
し
て
い
る
。
本
当

に
こ
れ
で
良
い
の
か
疑
問
で

あ
る
。

　

今
回
は「
廃
棄
物
の
抑
制

と
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
」

一
般
質
問
し
ま
し
た
。
９
月

の
質
問
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

ご
み
の
排
出
も
環
境
問
題
で

あ
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

が
叫
ば
れ
る
な
か
、
今
後
20

年
～
30
年
と
ご
み
を
燃
や
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
続

け
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

と
の
思
い
か
ら
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
山

火
事
が
発
生
し
、
す
で
に
日

本
の
面
積
の
約
半
分
程
度
が

焼
失
し
、
コ
ア
ラ
な
ど
の
野

生
動
物
が
大
量
に
死
ん
で
い

ま
す
。
北
海
道
で
も
近
年
、

台
風
が
強
大
化
し
、
大
き
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
地
球
温
暖
化
が
原
因

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
問
題
を
契
機
に
、
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
ご
み
問
題

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

寺町　平一議員堀切　　忠議員

公
立
芽
室
病
院
が
再
編
や
統
合
を
議
論
す
べ
き
病
院
と

公
表
さ
れ
町
民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る

ご
み
排
出
抑
制
に
関
し
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

住
民
参
加
と
ト
ッ
プ
の
姿
勢
で
あ
る

町
長
／�

公
立
芽
室
病
院
が
本
町
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
中
核
機

能
を
発
揮
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
経
営
改
革
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

町
長
／�

政
策
立
案
の
際
に
、
住
民
参
加
は
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、

ご
み
問
題
は
、
重
要
政
策
・
課
題
に
位
置
づ
け
る
か
ど
う
か
、

今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

次
の
ペ
ー
ジ
は

「
一
般
質
問
・
正
村
議
員
」「
委
員
会
活
動
報
告
」

市場開放による町内の農家所得影
響額を検証し、対策を講ずるべき

町長／�本町独自の影響額試算は行わず、
国の動向を注視しながら生産
基盤の強化に努めます

質
問
芽
室
町
ご
み
処
理
基
本

計
画
に
基
づ
く
、
現
時
点
で
の

町
の
取
組
み
の
進
捗
状
況
と
課

題
は
。

答
弁
ご
み
の
発
生
抑
制
と
再

使
用
に
関
す
る
町
民
の
意
識
啓

発
、
回
収
し
た
資
源
ご
み
の
再

利
用
状
況
の
Ｐ
Ｒ
、
芽
室
町
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
な

ど
に
取
り
組
み
、
計
画
の
目
標

に
対
す
る
ご
み
合
計
発
生
量
の

進
捗
率
は
99
％
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
進
捗
率
は
88
％
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の

ご
み
の
排
出
量
に
大
き
な
変
化

は
な
く
、
ご
み
減
量
化
に
向
け

た
手
法
の
再
検
討
、
再
構
築
が

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
令
和
３
年
度
以
降
の
ご

み
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
ど
の
よ
う

な
方
向
性
で
見
直
す
の
か
。

答
弁
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に

つ
い
て
課
題
検
証
を
行
い
、
新

中
間
処
理
施
設
整
備
の
考
え
方

と
整
合
を
図
り
、
国
や
道
が
定

め
る
計
画
等
を
踏
ま
え
、
人
口

や
ご
み
処
理
量
の
推
移
な
ど
を

基
本
と
し
て
、
芽
室
町
環
境
審

議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
策

定
を
進
め
ま
す
。

質
問
新
中
間
処
理
施
設
の
整

備
に
向
け
た
検
討
の
進
捗
状
況

と
町
長
の
見
解
は
。

答
弁
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

に
お
い
て
新
中
間
処
理
施
設
整

備
基
本
構
想
の
原
案
が
ま
と
ま

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

住
民
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
芽
室
町
を
含
む
構
成
市

町
村
で
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て

お
り
、
基
本
構
想
の
原
案
は
、

現
段
階
で
は
大
き
な
異
論
も
な

く
、
お
お
む
ね
了
承
す
る
形
で

進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
組

合
議
会
等
で
協
議
を
行
い
な
が

ら
進
め
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

質
問
ご
み
減
量
化
が
進
ま
な

い
こ
と
の
背
景
・
原
因
は
住
民

の
意
識
が
低
下
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
。

答
弁
分
別
が
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
な
が
ら
も
、

現
実
に
は
面
倒
な
ど
の
理
由
で

行
動
に
移
ら
な
い
場
合
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
問
題

の
重
要
性
に
つ
い
て
意
識
啓
発

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

質
問
現
在
の
芽
室
町
ご
み
処

理
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
時

に
、
目
標
値
は
下
方
修
正
さ
れ

て
い
る
が
、
総
括
が
不
十
分
で

は
な
か
っ
た
か
。

答
弁
計
画
最
終
年
の
目
標
達

成
が
困
難
と
い
う
判
断
で
下
方

修
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
標
値

の
達
成
を
目
指
し
、
さ
ら
に
向

上
を
目
指
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
り
、
次
期
計
画
に
向
け
て

検
証
を
行
い
、
ご
み
問
題
に
対

す
る
意
識
啓
発
、
様
々
な
事
業

や
施
策
に
つ
い
て
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
、
原
案
作
り
を
す

る
考
え
で
す
。

質
問
基
本
計
画
の
見
直
し
の

手
法
や
方
向
性
に
関
す
る
具
体

的
な
施
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

答
弁
次
期
計
画
に
は
、
ご
み

問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
な
施
策
・
事
業
を
盛
り
込

め
る
よ
う
、
今
ま
で
の
検
証
、

課
題
抽
出
を
進
め
る
考
え
で
す
。

質
問
新
中
間
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
の
説
明
会
を
町
内
で

開
催
し
、
構
想
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
べ
き
。

答
弁
事
業
主
体
の
十
勝
圏
複

合
事
務
組
合
の
判
断
で
あ
り
、

町
は
一
構
成
団
体
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

質
問
再
編
や
統
合
を
議
論
す

べ
き
公
的
病
院
を
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
、
公
立
芽
室
病
院
も

含
ま
れ
た
こ
と
で
、
身
近
な
病

院
が
な
く
な
る
と
不
安
を
訴
え

る
声
が
あ
る
が
、
町
長
の
見
解

は
。答

弁
厚
生
労
働
省
は
、
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
、
機
能
の
分

化
、
連
携
・
集
約
化
、
機
能
転

換
・
連
携
等
を
含
む
も
の
と
し

て
お
り
、
単
に
病
院
同
士
の
再

編
や
統
合
を
意
味
し
て
は
い
ま

せ
ん
。
11
月
に
、
急
性
期
病
床

の
60
床
を
回
復
期
病
床
に
全
て

転
換
す
る
変
更
を
報
告
し
、
厚

生
労
働
省
の
求
め
る
病
床
機
能

の
転
換
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

質
問
経
営
安
定
に
向
け
た
取

組
み
の
成
果
が
見
え
な
い
。
財

政
支
援
に
よ
る
財
務
の
健
全
化

や
、
必
要
と
す
る
高
度
な
医
療

機
器
を
導
入
し
て
患
者
の
受
け

入
れ
に
対
応
す
べ
き
。

答
弁
公
立
芽
室
病
院
の
改
革
、

あ
る
い
は
経
営
改
善
の
た
め
に

必
要
な
投
資
は
す
べ
き
と
の
考

え
か
ら
、
資
金
不
足
は
で
き
る

だ
け
早
期
の
解
消
に
向
け
て
進

め
ま
す
。
高
度
な
医
療
機
器
は
、

現
段
階
で
何
か
を
導
入
す
れ
ば

右
肩
上
が
り
に
な
る
と
い
う
状

況
で
は
な
く
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

や
町
民
の
方
々
も
含
め
て
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
公
立
芽
室

病
院
の
目
指
す
べ
き
機
能
な
ど

の
方
針
を
明
確
に
し
、
整
合
性

を
図
る
な
ど
十
分
な
議
論
を
積

み
重
ね
な
が
ら
検
討
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

質
問
医
師
が
慢
性
的
に
不
足

し
て
お
り
、
町
長
も
自
ら
医
師

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
が
、

国
の
医
療
政
策
と
し
て
、
医
師

が
全
国
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
よ

う
に
、
国
に
働
き
か
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
医
師
不
足
は
全
国
的
に

同
じ
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
十
勝
圏
活
性
化
推
進

期
成
会
に
お
い
て
も
医
師
、
看

護
師
等
の
確
保
を
明
確
に
打
ち

出
し
、
道
や
国
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ

る
我
が
町
に
お
い
て
、
貿
易
協

定
の
締
結
に
よ
り
町
民
の
方
々

は
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
芽
室

町
も
独
自
に
農
家
所
得
影
響
額

を
検
証
し
、
影
響
が
大
き
い
酪

農
畜
産
分
野
へ
の
対
策
を
講
ず

る
べ
き
。

答
弁
本
町
の
酪
農
畜
産
分
野

へ
の
影
響
が
特
に
懸
念
さ
れ
る

合
意
内
容
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
本
町
独
自
の
影
響
額

試
算
を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
酪
農
に
関
す
る
国
の
補

助
要
件
の
緩
和
な
ど
、
今
後
示

さ
れ
る
国
か
ら
の
具
体
的
な
対

策
内
容
を
注
視
し
、
関
係
機
関

に
お
い
て
情
報
共
有
し
、
引
き

続
き
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

質
問
酪
農
家
の
労
働
力
軽
減

の
た
め
に
、
雌
雄
を
産
み
分
け

で
き
る
精
液
の
導
入
支
援
を
す

べ
き
。

答
弁
市
場
開
放
の
対
策
と
は

別
の
観
点
で
、
特
殊
精
液
に
対

す
る
支
援
要
望
が
高
ま
り
、
公

に
実
施
す
べ
き
と
の
判
断
が
で

き
る
場
合
に
は
検
討
し
ま
す
。
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令和元年12月定例会議 一般質問

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

正
村
紀
美
子

●�

病
院
職
員
の
不
祥
事
に
つ

い
て

　

被
害
届
の
提
出
は
事
案
発

生
後
2
ヶ
月
が
過
ぎ
て
か
ら

で
す
。
今
回
の
反
省
は
今
後

の
町
の
対
応
に
活
か
し
、
病

院
の
信
頼
回
復
、
経
営
改
善

は
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
町
内
会
支
援
に
つ
い
て

　

町
内
会
加
入
率
の
低
下
に

よ
っ
て
町
内
会
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
と
そ
う
で
な
い
世

帯
に
情
報
格
差
や
、
い
ざ
と

い
う
時
の
対
応
に
差
が
出
る

こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
は
行
政
か
ら
の
依
頼

に
基
づ
く
委
員
等
の
推
薦
や

情
報
の
周
知
な
ど
を
担
っ
て

お
り
、
町
内
会
加
入
率
が
50

％
台
と
な
っ
た
現
状
で
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
支
援
体
制

で
は
限
界
が
き
て
い
ま
す
。

現
状
に
応
じ
た
支
援
を
新
た

に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

正村紀美子議員

質
問
不
祥
事
の
発
覚
後
、
町

民
や
職
員
へ
の
報
告
が
な
い
ま

ま
10
月
５
日
に
病
院
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
が
、
病
院
ま
つ
り

の
成
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

総
括
し
た
か
。

答
弁
病
院
ま
つ
り
は
院
内
で

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備

を
し
て
お
り「
公
立
芽
室
病
院

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
」

と
い
う
所
期
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
公
立
病
院
と
い
う
公
的

施
設
に
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。
盗
撮
を
目
的
と
し
た
カ

メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
町
は
被
害

を
被
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

答
弁
発
覚
か
ら
処
分
に
至
る

経
過
で
は
迅
速
な
処
分
を
す
べ

き
と
判
断
し
、
そ
の
対
応
を
中

心
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
ケ
ア
が

遅
れ
た
こ
と
は
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
ま
た
発
覚
時
点
で
の
町

へ
の
直
接
的
な
被
害
に
つ
い
て

は
大
き
く
認
識
で
き
ず
、
当
事

者
の
処
分
を
優
先
し
警
察
へ
の

被
害
届
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
が
、
患
者
や
家
族
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
、
町
民
な
ど
多
く
の
方
々

も
被
害
を
被
っ
て
い
る
と
考
え
、

被
害
届
の
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

質
問
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
で
は
町

の
対
応
に
つ
い
て
疑
問
視
す
る

声
が
届
い
て
い
た
が
、
今
で
も

こ
れ
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
は

最
善
の
策
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
そ
の
時
点
で
想
定
で
き

る
最
大
限
の
要
素
を
も
っ
て
判

断
し
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は

町
民
や
議
会
、
外
部
へ
の
情
報

公
表
を
適
切
に
行
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
連
の
事
件
に
つ
い

て
町
民
に
混
乱
と
ご
心
配
を
か

け
た
こ
と
、
今
後
の
病
院
経
営

質
問
平
成
16
年
３
月
に
行
政

区
長
制
度
を
廃
止
し
、
時
代
に

応
じ
た
地
域
支
援
を
実
施
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
住
民
自
治
の
実
現
に
つ
い
て

町
の
見
解
は
。

答
弁
行
政
区
長
制
度
廃
止
後

は
、
自
治
振
興
報
償
制
度
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

を
創
設
し
、
住
民
自
治
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
近
年
町
内
会
加
入
率
の
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
町

と
し
て
も
側
面
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問
連
携
協
定
締
結
に
よ
っ

て
町
の
町
内
会
へ
の
支
援
は
、

具
体
的
で
明
確
に
な
っ
た
。
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
町
内
会
の

位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
。

答
弁
町
内
会
は
任
意
組
織
と

は
い
え
、
極
め
て
重
要
な
地
縁

組
織
で
住
民
自
治
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
す
。
町
内
会
連
合
会

が
実
施
し
て
い
る
町
内
会
加
入

促
進
策
へ
支
援
す
る
な
ど
、
今

後
も
協
定
の
実
現
に
向
け
て
具

体
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

町内会活動支援は新たな段階に
入っているのではないか

町長／�町内会連合会と協議を重ね、支援策を検討し
具体化していきます

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
声
」「
議
会
白
書
」「
編
集
後
記
」

職
員
の
不
祥
事
に
お
け
る
町
の
対
応
は

適
切
だ
っ
た
の
か

町
長
／
反
省
す
べ
き
点
は
反
省
し
、
町
民
の
信
頼
回
復
と

経
営
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

に
対
し
て
任
命
権
者
と
し
て
自

己
罰
も
検
討
す
る
と
と
も
に
、

病
院
の
信
頼
回
復
と
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１月 の委員会活動報告

第
１8
回　

１
月
17
日（
金
）

第
19
回　

１
月
24
日（
金
）

調
査
内
容

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
活
用

計
画
案
に
つ
い
て　

他

　

商
工
観
光
課
か
ら
、
新
嵐
山
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
計
画
案
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
施
設
整
備
の
方
向
性
、
管

理
運
営
手
法
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
整
備
に
か
か
る

予
算
や
、
町
民
意
見
の
反
映
な
ど
引
き

続
き
調
査
を
行
い
ま
す
。

労
働
力
不
足
に
関
す
る
調
査
を

実
施
（
１
月
24
日
）

　

本
町
の
農
業
分
野
に
お
け
る
労
働
力

不
足
の
現
状
及
び
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

芽
室
町
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
勉
強

会
の
形
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
芽
室
町
商
工
会
と
の
勉
強
会
も
予
定

第
17
回　

１
月
23
日（
木
）

調
査
内
容

合
同
納
骨
塚
に
つ
い
て　

他

　

住
民
生
活
課
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
調
査

対
象
が
違
う
の
で
は
な
い
か
等
の
質
疑

が
あ
り
、
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る
考

え
で
す
。

食
材
購
入
事
業
（
め
む
ろ
ま
る
ご

と
給
食
）
に
対
す
る
提
言
書

　

学
校
教
育
課
か
ら
示
さ
れ
た
、
新
年

度
の
取
組
み
予
定
に
対
し
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
せ
ず
、
具
体
的
な
充
実
策

が
明
確
で
は
な
い
状
態
で
の
実
施
回
数

や
予
算
の
削
減
は
、
食
農
教
育
の
充
実

と
い
う
観
点
の
後
退
で
あ
る
、
な
ど
の

ご対応ありがとうございました

教育長に提言書を手交

し
て
お
り
、

委
員
の
共
通

認
識
を
図
り

つ
つ
労
働
行

政
へ
の
提
言

に
つ
な
げ
る

考
え
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

渡邊しのぶ
モニター

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
２
回

目
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
年
に
３

回
で
す
が
、
毎
回
議
員
さ
ん
た

ち
と
芽
室
町
の
未
来
に
つ
い
て

お
話
を
す
る
機
会
は
と
て
も
貴

重
で
、
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
に
関
わ
る
立
場
と
し
て
、

ま
た
共
働
き
で
子
育
て
を
し
て

い
る
立
場
か
ら
も
、
芽
室
町
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら

も
興
味
を
も
っ
て
議
会
の
傍
聴

な
ど
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

提
言
書

議
会

モ
ニ
タ
ー
の

声

　
『
本
町
が
平
成
17
年
よ
り
実
施
し
て
い
る「
め
む

ろ
ま
る
ご
と
給
食
」は
、
地
元
産
の
食
材
を
活
用
し
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

食
の
安
心
安
全
を
学
び
、
食
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
ら
れ
る
食
育
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
子
ど
も
た
ち
へ
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
調
査
に
お
い
て
、

実
施
回
数
を
年
間
９
回
か
ら
５
回
の
実
施
と
す
る

こ
と
、
内
容
充
実
の
た
め
児
童
生
徒
一
食
あ
た
り

の
食
材
費
町
負
担
額
を
２
０
０
円
か
ら
２
５
０
円

へ
と
変
更
す
る
こ
と
、
併
せ
て
、
事
業
内
容
を
充

実
さ
せ
る
考
え
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

調
査
後
の
委
員
間
討
議
に
お
い
て
は
、
次
の
点

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

①�

町
民（
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
）ニ
ー
ズ
、
意
見

の
把
握
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

②�

次
年
度
の
事
業
充
実
策
の
内
容
が
不
透
明
で
あ

る
こ
と

　

こ
れ
ら
課
題
は
、
芽
室
町
と
し
て
今
後
、
食
農

教
育
の
充
実
に
向
け
取
り
組
も
う
と
す
る
中
で
、「
め

む
ろ
ま
る
ご
と
給
食
」の
事
業
成
果
に
大
き
な
懸
念

を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
と

し
て
、
次
の
通
り
提
言
す
る
。

１�

．
令
和
２
年
度
の「
め
む
ろ
ま
る
ご
と
給
食
」は
、

現
状
の
実
施
回
数
を
維
持
す
る
こ
と
。

　

�　

な
お
、
内
容
充
実
の
た
め
に
適
切
な
食
材
費

と
す
る
こ
と
は
理
解
す
る
も
の
と
す
る
。

２�

．
令
和
２
年
度
中
に
、
次
の
点
に
配
慮
し
令
和

３
年
度
に
向
け
た
事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

（�

１
）町
民（
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
）の
意
見
を
聴

取
し
理
解
を
得
る
こ
と
。

（�

２
）め
む
ろ
ま
る
ご
と
給
食
の
事
業
目
的
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
回
数
が
減
っ
た
場
合
に
も
、
補

完
す
る
具
体
的
な
取
組
み
を
も
っ
て
、
本
町
の

食
農
教
育
が
後
退
す
る
も
の
で
は
な
い
と
町
民

に
説
明
で
き
る
こ
と
。』

総
務
経
済
常
任
委
員
会

提言書はこちら
からご覧いただ
けます。　　　

見
解
が
委

員
間
で
一

致
し
、
教

育
委
員
会

に
提
言
を

行
い
ま
し

た
。
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8友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

立川美穂

■
い
ま
時
期
は
「
光
の
春
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と

足
先
に
陽
ざ
し
が
春
め
い
て

き
ま
す
ね
。

　
二
月
は
「
逃
げ
る
二
月
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
も
好
機
を
逃
さ
ぬ
よ
う
引

き
続
き
し
っ
か
り
と
議
論
に

取
り
組
み
ま

す
。

表紙写真

　芽室町書き初め大会

に参加した舟渡愛莉ち

ゃん（７歳）。書き終え

た後には、「おねぇさん、

おなかすいたー」とお

茶目な愛莉ちゃんでし

た。

傍
聴
席
に
は
報
道
席
も

設
け
ら
れ
て

思
い
の
共
有
が
広
が
る

ま
ち
に

畠山　大輔
モニター

太田　　貢
モニター

　

議
会
に
初
め
て
足
を
運
び
ま

し
た
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
傍

聴
席
が
び
っ
し
り
と
埋
ま
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。
当
日
の
議
題

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
町
政
に
対
し
、
関

心
の
高
い
方
が
多
か
っ
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

気
付
い
た
点
は
、
議
場
内
で

の
言
葉
の
言
い
回
し
が
自
分
に

は
少
し
難
し
い
と
感
じ
た
こ
と

で
す
。
そ
し
て
長
い
！
傍
聴
席

で
見
る
場
合
は
質
問
内
容
を
ま

と
め
た
書
類
が
頂
け
て
ま
だ
良

い
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
配
信
で
は
分
か
り
づ
ら

い
点
が
多
い
で
す
。
勉
強
不
足

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
も

う
少
し
か
み
砕
い
た
表
現
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
特
に
学

　

今
回
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
定
例
会
議
に
何
度
か
足
を
運

び
ま
し
た
。
雰
囲
気
は
、
ド
ラ

マ
に
出
て
く
る
よ
う
な
裁
判
所

の
よ
う
な
独
特
な
感
じ
で
、
議

員
さ
ん
と
、
町
長
を
は
じ
め
と

す
る
役
場
側
の
人
た
ち
が
向
か

い
合
わ
せ
に
な
り
、
議
員
席
の

後
ろ
に
は
私
が
座
っ
た
傍
聴
席

が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
に
驚
い

た
の
は
、
傍
聴
席
に
報
道
席
が

設
け
て
あ
っ
た
事
で
す
。
そ
の

後
も
何
度
か
足
を
運
び
ま
し
た

が
、
ど
れ
も
町
の
大
事
な
議
件

を
話
し
て
い
て
、
緊
迫
す
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

議
会

モ
ニ
タ
ー
の
声

渡辺洋一郎

■
受
験
の
季
節
で
す
ね
。
高

校
生
の
皆
さ
ん
は
あ
る
程
度
進

路
が
決
ま
り
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
は
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
で

す
ね
。
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
ま
ず
は
体
調
を
整
え

て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い

ね
。

生
さ
ん
が
見
学
に
来
て
い
た
時

に
は
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
は
、
自
分
が

普
段
思
っ
て
い
る
事
が
共
有
で

き
る
良
い
機
会
で
す
。
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
を
町
全
体
に
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
令
和
初
の
「
春
の
セ
ン
バ

ツ
甲
子
園
大
会
」
に
十
勝
か

ら
は
初
め
て
の
出
場
と
な
る

白
樺
学
園
高
校
・
帯
広
農
業

高
校
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
! !

　
芽
室
・
十
勝
でONE TEAM

常通直人

と
な
り
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

令和２年１月　延べ13時間57分活動しました！議会白書
会　議　名

日　　時 休憩
時間

実質
時間 議　　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

常 任 委 員 会

厚生
文教

第17回
１月23日

3:17 4:16
１．芽室町公営住宅等長寿命化計画の見直しについて
２．合同納骨塚について　他

2 118 
9:30～17:03

総務
経済

第18回
１月17日

0:00 0:13
１．12月定例会議の振り返りについて
２．ＰＴＡとの意見交換について

0 7 
13:00～13:13

第19回
１月24日

0:13 2:33
１．新嵐山スカイパーク活用計画案について
２．幹線防風林整備計画について　他

2 39 
9:30～0:06

議 会 運 営 委 員 会

第19回
１月16日

0:15 1:48
１．白樺学園高校との連携協定事業について
２．議会ホームページの更新について　他

0 3 
13:30～15:33

第20回
１月27日

0:14 2:05
１�．令和元年芽室町議会定例会２月臨時会議の運営につい

て
２．議会だより２月号の編集について　他

1 34 
9:30～11:49

全 員 協 議 会 第12回
１月22日

0:10 1:32
１．白樺学園高校との連携協定事業について
２．議会ホームページの更新について　他

0 47 
9:30～11:12

小　計 16:36 4:09 12:27 計5 平均41.3

芽 室 町 議 会 議 員 研 修 会
１月17日

0:00 1:30
・君島雄一郎氏－
　「新機能を学んで快適なクラウド活用を」
　「電子採決システム　デモ」14:00～15:30

小　計 １:30 0:00 1:30 計5 平均41.3

合　計 18:06 4:09 13:57 計5 平均41.3

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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